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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 32,422 8.1 2,453 41.5 2,639 44.8 1,571 56.9

30年３月期第３四半期 29,986 2.2 1,734 29.0 1,823 23.5 1,001 29.1

(注)包括利益 31年３月期第３四半期 △482 百万円 ( ―％) 30年３月期第３四半期 2,624 百万円 ( ―％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 46.42 ―
30年３月期第３四半期 29.58 ―
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第３四半期 55,593 44,447 75.5

30年３月期 57,824 45,786 75.2

(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 41,973 百万円 30年３月期 43,502 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 10.00 ― 13.00 23.00

31年３月期 ― 10.00 ―

31年３月期(予想) 10.00 20.00
　

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

30年３月期配当金の内訳 安定配当20円 業績連動配当3円

31年３月期配当金（予想）につきましては、平成30年５月２日に「平成30年３月期決算短信」にて公表したとお

り、安定配当20円に業績を加味して、連結配当性向35％を目安に決定いたします。

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,000 6.4 3,400 △3.2 3,500 △1.7 2,150 0.5 63.49

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 34,536,635株 30年３月期 34,536,635株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 674,450株 30年３月期 674,280株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 33,862,242株 30年３月期３Ｑ 33,862,467株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、不確定な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、国内では企業収益や雇用・所得環境の改善

などを背景に景気は緩やかな回復基調で推移しておりますが、通商問題の動向による世界経済への影響や、海外経

済の不確実性など、依然として先行きは不透明な情勢が続いています。

このような環境の下、当社は企業価値である「Smiles for the Public ――人々が笑顔になれる社会をつくる

――」を実現するため、当期より新たに「中期経営基本計画」を開始いたしました。国内では、高まるインバウン

ド需要に対するインフラ整備が進む施設に対し、新システム「多言語放送サービス」など、お客さまの運用に応じ

たソリューションの創造・提供を進めています。また、海外各地域それぞれの市場ニーズに応えた商品開発の加速

と販路の拡充を継続して行っております。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は32,422百万円（前年同四半期比＋2,436百万円、8.1

％増）となりました。利益については、営業利益は2,453百万円(前年同四半期比＋718百万円、41.5％増)、経常利

益は2,639百万円(前年同四半期比＋816百万円、44.8％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,571百万円(前

年同四半期比＋570百万円、56.9％増)となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

売上高は18,710百万円（前年同四半期比＋883百万円、5.0％増）、セグメント利益（営業利益）は3,499百万円

（前年同四半期比＋253百万円、7.8％増）となりました。

減災・防災市場向けの販売は伸び悩みましたが、商業施設、交通インフラ市場での販売が伸長しました。また、

映像機器等の新商品の納入が進み、売上高が増加しました。これに伴い、セグメント利益は増加しました。

　

（アジア・パシフィック）

売上高は5,349百万円（前年同四半期比＋429百万円、8.7％増）、セグメント利益（営業利益）は771百万円

（前年同四半期比＋213百万円、38.3％増）となりました。

インドネシアでの流通開拓やタイでの大型物件の販売が堅調に推移し、また、ベトナムでは官公庁向けの売上

高が増加したことにより、売上高、セグメント利益は増加しました。

　

（欧州・中東・アフリカ）

売上高は4,193百万円（前年同四半期比＋725百万円、20.9％増）、セグメント利益（営業利益）は531百万円

（前年同四半期比＋214百万円、67.7％増）となりました。

欧州各国での非常用放送設備等の販売が堅調に推移したことや、エジプト向けの大型物件売上があったことな

どにより、売上高、セグメント利益は増加しました。

　

（アメリカ）

売上高は2,859百万円（前年同四半期比＋113百万円、4.1％増）、セグメント利益（営業利益）は198百万円

（前年同四半期比＋126百万円、176.5％増）となりました。

アメリカ、カナダでの音響機器の販売が伸び悩みましたが、鉄道車両向けの売上高が増加しました。また、原

価率の改善などによりセグメント利益は増加しました。

　

（中国・東アジア）

売上高は1,310百万円（前年同四半期比＋284百万円、27.7％増）、セグメント利益（営業利益）は165百万円

（前年同四半期比△4百万円、2.4％減）となりました。

中国において空港向けなどの大型物件や新規流通開拓などにより売上高が増加し、台湾での販売も堅調に推移

しましたが、営業費用の増加により、セグメント利益は減少しました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は55,593百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,230百万円の減少

となりました。資産の部は、有形固定資産の増加はありましたが、売上債権の減少や投資有価証券の評価替えなど

により減少しました。負債及び純資産の部における減少の要因は、その他有価証券評価差額金の減少などによるも

のです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の通期の業績予想につきましては、「平成30年３月期決算短信」で公表しております当初予想か

ら変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,958 16,004

受取手形及び売掛金 10,759 8,921

有価証券 3,500 3,500

商品及び製品 5,607 6,616

仕掛品 818 937

原材料及び貯蔵品 2,658 3,056

その他 666 1,115

貸倒引当金 △93 △65

流動資産合計 40,875 40,086

固定資産

有形固定資産 6,519 7,718

無形固定資産

のれん 306 575

その他 1,329 1,193

無形固定資産合計 1,635 1,769

投資その他の資産

投資有価証券 7,577 4,591

投資その他の資産 1,219 1,430

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 8,794 6,019

固定資産合計 16,949 15,507

資産合計 57,824 55,593

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,906 3,682

短期借入金 852 1,132

未払法人税等 468 212

引当金 197 246

その他 2,238 2,038

流動負債合計 7,663 7,312

固定負債

退職給付に係る負債 2,704 2,718

その他 1,669 1,114

固定負債合計 4,374 3,832

負債合計 12,037 11,145

決算短信（宝印刷） 2019年01月29日 11時27分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ＴＯＡ株式会社(6809) 平成31年３月期 第３四半期決算短信

―5―

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,279 5,279

資本剰余金 6,866 6,866

利益剰余金 27,324 28,117

自己株式 △393 △394

株主資本合計 39,077 39,869

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,668 2,606

為替換算調整勘定 △253 △498

退職給付に係る調整累計額 11 △3

その他の包括利益累計額合計 4,425 2,103

非支配株主持分 2,283 2,474

純資産合計 45,786 44,447

負債純資産合計 57,824 55,593
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 29,986 32,422

売上原価 16,901 18,129

売上総利益 13,084 14,292

販売費及び一般管理費 11,350 11,839

営業利益 1,734 2,453

営業外収益

受取利息 25 41

受取配当金 74 88

その他 71 118

営業外収益合計 171 248

営業外費用

支払利息 21 32

為替差損 40 16

その他 20 11

営業外費用合計 81 61

経常利益 1,823 2,639

税金等調整前四半期純利益 1,823 2,639

法人税等 593 736

四半期純利益 1,229 1,903

非支配株主に帰属する四半期純利益 228 331

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,001 1,571

決算短信（宝印刷） 2019年01月29日 11時27分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ＴＯＡ株式会社(6809) 平成31年３月期 第３四半期決算短信

―7―

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 1,229 1,903

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,157 △2,062

繰延ヘッジ損益 △0 ―

為替換算調整勘定 292 △310

退職給付に係る調整額 △55 △13

その他の包括利益合計 1,394 △2,385

四半期包括利益 2,624 △482

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,384 △750

非支配株主に係る四半期包括利益 239 267
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

〇税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの記載順序を変更しております。これに伴い、前第３四半期連結

累計期間の報告セグメントの記載順序を同様に変更しております。

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２日本

アジア・パ
シフィック

欧州・中東
・アフリカ

アメリカ
中国・
東アジア

計

売上高

外部顧客への売上高 17,826 4,919 3,467 2,746 1,026 29,986 ― 29,986

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,482 2,818 2 37 2,695 10,035 △10,035 ―

計 22,309 7,737 3,469 2,783 3,721 40,022 △10,035 29,986

セグメント利益 3,246 557 317 71 169 4,362 △2,628 1,734

(注)１．セグメント利益の調整額△2,628百万円には、セグメント間取引消去△94百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△2,534百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社

の管理部門に係る費用であります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２日本

アジア・パ
シフィック

欧州・中東
・アフリカ

アメリカ
中国・
東アジア

計

売上高

外部顧客への売上高 18,710 5,349 4,193 2,859 1,310 32,422 ― 32,422

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,076 2,923 3 33 2,698 10,735 △10,735 ―

計 23,786 8,272 4,197 2,892 4,008 43,158 △10,735 32,422

セグメント利益 3,499 771 531 198 165 5,167 △2,714 2,453

(注)１．セグメント利益の調整額△2,714百万円には、セグメント間取引消去△19百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△2,695百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社

の管理部門に係る費用であります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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